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【公表番号】特表2020-531249(P2020-531249A)
【公表日】令和2年11月5日(2020.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-045
【出願番号】特願2020-505866(P2020-505866)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  20/26     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/62     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/82     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/047    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   20/26     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｄ   53/62     ＺＡＢ　
   Ｂ０１Ｄ   53/82     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   53/04     ２２０　
   Ｂ０１Ｄ   53/047    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月2日(2021.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸着材料であって、
　複数の金属イオンおよび複数のポリトピック有機リンカーを含む金属有機骨格であって
、前記複数のポリトピック有機リンカーにおける各ポリトピック有機リンカーが、前記複
数の金属イオンにおける少なくとも２つの金属イオンに接続されている、金属有機骨格と
、
　複数の配位子であって、前記複数の配位子における各それぞれの配位子が、前記金属有
機骨格の前記複数の金属イオンにおける金属イオンにアミン付加され、前記複数の配位子
における各それぞれの配位子が、下式を有し、
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【化１－１】
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【化１－２】

式中、
　Ｘが、前記金属有機骨格の前記複数の金属イオンにおける金属イオンであり、
　前記複数の金属イオンにおける各金属イオン（Ｘ）が、Ｍｇ、Ｃａ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｆｅ
、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、またはＺｎであり、
　Ｚが、炭素、ケイ素、ゲルマニウム、硫黄、またはセレニウムであり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１０が各々独立し
て、Ｈ、ハロゲン、メチル、ハロゲン置換メチル、およびヒドロキシルから選択される、
複数の配位子と、を含む、吸着材料。
【請求項２】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１０が各々、水素
である、請求項１の吸着材料。
【請求項３】
　Ｚが、炭素である、請求項１または２に記載の吸着材料。
【請求項４】
　前記複数の金属イオンにおける各金属イオン（Ｘ）が、Ｍｇである、請求項１～３のい
ずれか一項に記載の吸着材料。
【請求項５】
　前記ポリトピック有機リンカーが、４，４´－ジオキシドビフェニル－３，３´－ジカ
ルボキシレート（ｄｏｂｐｄｃ４－）、４，４´´－ジオキシド－［１，１´：４´，１
´´－テルフェニル］－３，３´´－ジカルボキシレート（ｄｏｔｐｄｃ４－）、又はジ
オキシドビフェニル－４，４´－ジカルボキシレート（パラ－カルボキシレート－ｄｏｂ
ｐｄｃ４－、ｐｃ－ｄｏｂｐｄｃ４－とも称される）である、請求項１～４のいずれか一
項に記載の吸着材料。
【請求項６】
　前記吸着材料が、ＣＯ２吸着時に複数のＣＯ２吸着ステップを示す、又は、前記吸着材
料が、ＣＯ２脱着時に複数のＣＯ２脱着ステップを示す、請求項１～５のいずれか一項に
記載の吸着材料。
【請求項７】
　前記吸着材料が、ＣＯ２吸着時に単一のＣＯ２吸着ステップを示す、又は、前記吸着材
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料が、ＣＯ２脱着時に単一のＣＯ２脱着ステップを示す、請求項１～５のいずれか一項に
記載の吸着材料。
【請求項８】
　前記ポリトピック有機リンカーが、下式を有し、
【化２】

　式中、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６、Ｒ１７、Ｒ１８、Ｒ１９、
およびＲ２０が各々独立して、Ｈ、ハロゲン、ヒドロキシル、メチル、およびハロゲン置
換メチルから選択される、請求項１～４のいずれか一項に記載の吸着材料。
【請求項９】
　前記ポリトピック有機リンカーが、下式を有し、
【化３】

　式中、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、およびＲ１６が各々独立して、Ｈ、
ハロゲン、ヒドロキシル、メチル、およびハロゲン置換メチルから選択される、請求項１
～４のいずれか一項に記載の吸着材料。
【請求項１０】
　前記ポリトピック有機リンカーが、下式を有し、
【化４】

　式中、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、およびＲ１６が各々独立して、Ｈ、
ハロゲン、ヒドロキシル、メチル、またはハロゲン置換メチルから選択され、Ｒ１７が、
置換または非置換アリール、ビニル、アルキニル、および置換または非置換ヘテロアリー
ルから選択される、請求項１～４のいずれか一項に記載の吸着材料。
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【請求項１１】
　前記ポリトピック有機リンカーが、下式を有し、
【化５】

　式中、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、およびＲ１６が各々独立して、Ｈ、
ハロゲン、ヒドロキシル、メチルまたはハロゲン置換メチルから選択される、請求項１～
４のいずれか一項に記載の吸着材料。
【請求項１２】
　前記複数の配位子における各それぞれの配位子が、下式を有する、請求項１に記載の吸
着材料。
【化６】

【請求項１３】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１０が各々、水素
であり、
　Ｚが、炭素であり、
　Ｘが、Ｍｇである、請求項１２に記載の吸着材料。
【請求項１４】
　前記複数の配位子における各それぞれの配位子が、下式を有し、
【化７】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６が各々、水素であり、
　Ｚが、炭素であり、
　Ｘが、Ｍｇであり、ジアミンが、前記Ｍｇとも配位結合する、
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請求項１に記載の吸着材料。
【請求項１５】
　供給源によって生成された二酸化炭素を捕捉する方法であって、請求項１～１４のいず
れか一項に記載の吸着材料に前記二酸化炭素を曝露することを含み、それにより前記二酸
化炭素が、前記吸着材料中に可逆的に捕捉され、
　前記方法が、温度スイング吸着法、真空スイング吸着法、圧力スイング吸着法、濃度ス
イング吸着法、またはそれらの組み合わせを使用して、前記ＣＯ２に富む吸着材料を再生
させることをさらに含む、方法。
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